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史
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じ
め
に

　

桜
橋
渡
辺
病
院
は
、
１
９
６
９
年
に
循
環
器
内
科
診
療
を
開
始
し
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
（
冠
疾
患
集
中
治
療
室
）
は
、
東
京
女
子
医
大
病
院
に
次
ぐ
全
国
２

番
目
に
開
設
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
撮
影
装
置
は
関
西
初
の
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
早
く
か
ら
医
局
の
壁
を
越
え
た
志
を
共
に
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り

循
環
器
医
療
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精
神
は
開
院

当
初
か
ら
見
ら
れ
、
当
院
で
切
磋
琢
磨
し
た
国
公
立
私
立
の
教
授
も
た
く

さ
ん
輩
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
半
径
20
キ
ロ
圏
内
に
５
０
０
万
人
以
上

の
人
々
が
暮
ら
し
て
お
り
、
救
急
医
療
、
心
血
管
手
術
、
麻
酔
、
集
中
治

療
、
心
血
管
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、
冠
動
脈
お
よ
び
末
梢
動
脈
疾
患
、
心
臓
リ

ズ
ム
障
害
な
ど
、
細
分
化
さ
れ
高
度
に
専
門
化
さ
れ
た
循
環
器
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
診
療
圏
は
、
大
阪
府
全
域
、
兵
庫
県
南

部
、
京
都
府
南
部
、
奈
良
県
、
滋
賀
県
ま
で
お
よ
び
、
困
難
な
症
例
お
よ

び
治
療
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
症
例
を
他
の
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
、
さ
な
が
ら
心
臓
病
患
者
の
駆
け
込
み
寺
、
最
後
の
砦
と

い
っ
た
病
院
で
す
。

　

日
本
は
高
齢
化
社
会
に
伴
い
心
血
管
疾
患
へ
の
関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
疾
患
の
有
病
率
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
上
昇
し

て
い
ま
す
。
細
分
化
さ
れ
進
化
す
る
循
環
器
診
療
の
中
に
お
い
て
、
個
々

の
分
野
で
高
度
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
幅
広
い
循
環
器

疾
患
を
全
て
カ
バ
ー
し
、
ど
の
分
野
で
も
最
先
端
の
診
療
を
提
供
す
る
た

め
心
臓
病
の
診
断
お
よ
び
治
療
に
お
い
て
国
際
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
専

門
家
を
配
属
し
た
個
性
光
る
当
院
の
各
部
門
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

本
質
を
見
る
最
新
の
循
環
器
治
療
体
制

冠
疾
患
科

�

高
度
に
成
熟
し
た
冠
動
脈
疾
患
治
療
の
最
前
線

　

冠
動
脈
疾
患
治
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
副
院
長
の
藤
井
謙
司
医

師
、
冠
疾
患
科
長
の
岡
村
篤
徳
医
師
を
中
心
に
永
井
宏
幸
医
師
が
担
当
し

て
い
ま
す
。
病
態
を
評
価
し
た
上
、
厳
密
に
適
応
を
決
め
て
、
必
要
な
病

変
の
み
を
安
全
に
治
療
す
る
、
と
い
う
方
針
を
守
っ
て
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

る
ー
む
201　
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検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｉ
治
療
を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
冠
動
脈
疾
患
の
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
当
院
の
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
冠
動
脈
疾
患

の
診
断
・
治
療
は
、
最
も
歴
史
と
伝
統
あ
る
部
門
で
す
。　

　

知
識
や
沢
山
の
症
例
経
験
に
基
づ
い
た
治
療
だ
け
で
な
く
、
動
脈
硬
化

の
再
発
予
防
の
薬
物
療
法
ま
で
、
総
合
的
な
治
療
戦
略
を
行
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
、
患
者
様
に
安
心
し
て
適
切
な
最
新
治
療
を
受
け

て
い
た
だ
く
た
め
、
種
々
の
最
新
ス
テ
ン
ト
や
薬
物
治
療
を
評
価
す
る
国

内
外
の
治
験
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
や
医
局
の
枠
を
超
え
て
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
検
査
・
Ｐ
Ｃ
Ｉ
治
療
を
志
す
医
師

が
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
見
学

や
研
修
の
場
も
提
供
し
、
熟
練
ス
タ
ッ
フ
が

そ
の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

際
学
会
（C

C
T
 
:
 
C
o
m
p
l
e
x
 
C
a
r
d
i
o
v
a
s
c
u
l
a
r
 

T
h
e
r
a
p
e
u
t
i
c
s

）
や
関
西
を
中
心
に
し
た
研
究

会
（S

P
I
R
I
T
 
:
 
S
p
i
r
i
t
 
o
f
 
P
C
I
 
w
i
t
h
 

R
a
t
i
o
n
a
l
 
T
r
e
a
t
m
e
n
t

）
に
お
い
て
医
師
の
技

術
向
上
や
冠
動
脈
治
療
の
知
見
を
深
め
る
こ

と
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
目
的

と
し
た
ラ
イ
ブ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

当
院
カ
テ
ー
テ
ル
室
か
ら
学
会
場
に
配
信
す

る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
（
写
真
３
）

不
整
脈
科

�

進
歩
が
著
し
い
最
先
端
の
不
整
脈
治
療

　

不
整
脈
科
は
、
井
上
耕
一
先
生
を
中
心
と
し
て
、
特
に
頻
脈
性
不
整
脈

に
対
す
る
根
治
療
法
で
あ
る
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
治
療
、
心
臓
突
然
死
を
予
防
す
る
植
え
込
み
型
徐
細
動
器
（
Ｉ
Ｃ

Ｄ
）
、
そ
し
て
心
不
全
に
対
す
る
最
先
端
治
療
で
あ
る
両
室
ペ
ー
シ
ン
グ

（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）
も
全
国
有
数
の
植
え
込
み
件
数
で
す
。
最
近
で
は
、
リ
ー
ド

合
併
症
の
な
い
リ
ー
ド
レ
ス
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
（
写
真
４
）
も
導
入
す
る

写真３：国際学会（CCT:Complex Cardiovascular 
Therapeutics）で、当院カテーテル室から岡村
先生のPCIのライブデモンストレーションを学会
場に配信している様子

写真４：薬剤カプセルほどのリードレスペース
メーカー



な
ど
、
患
者
様
の
体
に
負
担
の
少
な
い
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

複
雑
な
不
整
脈
の
治
療
は
、
最
新
の
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
とE

n
s
i
t
e
-
N
a
V
X

の
両

シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
、
電
気
生
理
学
専
用
の
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
室
で
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
行
い
、
不
整
脈
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
治
療
に
高
度
な

技
術
力
で
対
応
し
て
い
ま
す
（
写
真
５
）。
ま
た
、
患
者
様
が
合
併
症
な

く
安
全
に
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
発
作
性

心
房
細
動
治
療
の
た
め
の
新
し
い
温
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
導
入
し
て
い
ま

す
。

　

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
心
房
細
動
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
世
界
の
一
流
施
設
と
肩
を
並
べ
る
治
療
成
績
で
、
そ
の

治
療
成
績
を
積
極
的
に
学
会
で
報
告
し
注
目
さ
れ
て
お
り
、
国
際
学
会

A
P
H
R
S
 
2
0
1
7

（A
s
i
a
 
P
a
c
i
f
i
c
 
H
e
a
r
t
 
R
h
y
t
h
m
,
 
S
o
c
i
e
t
y

）
の
ニ
ュ
ー

ス
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
６
）

心
臓
外
科

�

低
侵
襲
心
臓
外
科
手
術
を
提
供
す
る
心
臓
外
科

　

心
臓
血
管
外
科
手
術
開
始
か
ら
約
40
年
を
経
て
、
人
工
心
肺
を
用
い
た

手
術
は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
成
績
も
安
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
患
者
様
の
体

に
対
し
て
よ
り
低
侵
襲
か
つ
質
の
高
い
（
長
期
成
績
が
良
好
又
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）
が
格
段
に
改
善
す
る
）
治
療
法
を
行

っ
て
い
ま
す
。
虚
血
性
心
疾
患
患
者
様
へ
は
、
術
後

早
期
回
復
、
術
後
合
併
症
頻
度
の
低
下
、
早
期
退

院
、
無
輸
血
手
術
が
期
待
で
き
る
人
工
心
肺
を
使
用

し
な
い
オ
フ
ポ
ン
プ
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
を
行
っ
て

い
ま
す
（
写
真
７
）
。
術
後
の
合
併
症
も
少
な
く
、

術
後
10
日
程
度
の
早
期
に
退
院
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
長
期
予
後
に
関
わ
る
バ
イ
パ
ス
の
長
期
開
存

性
を
保
つ
た
め
長
期
開
存
が
期
待
で
き
る
両
側
内
胸

動
脈
（
胸
の
内
側
を
走
る
動
脈
）
、
両
側
橈
骨
動
脈

（
前
腕
に
あ
り
、
よ
く
脈
取
り
に
使
わ
れ
る
動
脈
）
、

右
胃
大
網
動
脈
（
胃
を
養
っ
て
い
る
動
脈
の
一
本
）

な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
弁
膜
症
の
手
術
法
は
、

写真５：カテーテルアブレーション風景

写真６：APHRS 2017（Asia Pacific Heart Rhythm, 
Society）で当院のアブレーショングループがニ
ュースで紹介されました



人
工
弁
に
よ
る
弁
置
換
術
と
弁
修
復
術
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
出

血
な
ど
の
副
作
用
の
あ
る
長
期
の
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
服
用
を
さ
け
る
た
め
、

弁
修
復
術
、
特
に
僧
帽
弁
に
対
す
る
修
復
術
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
心
房
細
動
が
合
併
す
る
こ
と
が
多
い
僧
帽
弁
疾
患
で
は
、
洞
調

律
に
戻
す
メ
イ
ズ
手
術
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
胸
部
・
腹
部
大
動

脈
瘤
は
、
外
科
的
手
術
が
基
本
で
す
が
、
高
齢
者
、
脳
・
肺
・
心
臓
・
腎

臓
な
ど
の
合
併
症
を
有
し
た
リ
ス
ク
の
高
い
症
例
に
対
し
て
は
カ
テ
ー
テ

ル
で
行
え
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
が
良
い
適
応
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
当

院
で
は
関
連
施
設
と
協
力
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ウ
エ
ッ
ト
ラ

ボ
（
豚
の
心
臓
で
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
）
な
ど
定

期
的
な
手
術
指
導
教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
８
）
。

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

循
環
器
疾
患
専
門
病
院
と
し
て
主
に
心
臓
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
循
環
器
疾
患
の
患
者
様
に
対
す
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を
指
し
、
急
性
心
筋

梗
塞
・
狭
心
症
・
心
不
全
・
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
・
開

心
術
後
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
患
者
様
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
は
、

①
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
デ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（
脱
調
節
）
の
是
正
と
早
期
社
会
復
帰　

②
冠
危
険
因

子
の
是
正
と
二
次
予
防　

③
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上
で
す
。
そ
の

構
成
は
、
運
動
療
法
を
は
じ
め
医
学
的
評
価
・
冠
危
険
因
子
の
適
切
な
治

療
・
食
事
療
法
・
薬
物
療
法
・
禁
煙
・
心
肺
蘇
生
講
習
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
は
世
界
で
数
多
く
報
告
さ
れ
て
お

り
、
収
縮
期
血
圧
や
中
性
脂
肪
の
低
下
な
ど
の
身
体
的
効
果
に
と
も
な

い
、
循
環
器
疾
患
の
再
発
や
心
臓
死
を
予
防
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
急
性
期
（
入
院
中
）
の
み
で
は
な
く
生
涯
を
通
じ

て
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
高
い
効
果
が
出
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

写真７：心臓外科手術風景

写真８：心臓外科ウエットラボ風景



　

当
院
で
も
、
急
性
期
の
治
療
と
と
も
に
早
期
か
ら
ベ
ッ
ド
上
で
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人
工
呼
吸
器
装
着
患
者
も

同
様
に
、
呼
吸
・
心
臓
の
状
態
を
評
価
し
つ
つ
四
肢
の
運
動
・
立
位
・
歩

行
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
９　

左　

人
工
呼
吸
器
装
着
患
者
の
歩

行
リ
ハ
ビ
リ
、
右　

人
工
呼
吸
器
装
着
患
者
の
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
）。
さ
ら

に
状
態
が
安
定
す
れ
ば
、
慢
性
期
の
廃
用
症
候
群
を
防
止
や
梗
塞
後
の
リ

ハ
ビ
リ
、
ま
た
、
運
動
耐
用
能
を
測
定
す
る
心
肺
運
動
負
荷
試
験
（C

P
X
 

:
 
C
a
r
d
i
o
 
P
u
l
m
o
n
a
r
y
 
E
x
e
r
c
i
s
e
 
t
e
s
t

）
な
ど
を
リ
ハ
ビ
リ
室
で
退
院

後
の
社
会
復
帰
と
再
発
予
防
に
向
け
た
積
極
的
な
運
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
（
写
真
10　

左　

長
期
臥
床

後
の
離
床
訓
練
、
中
央　

心
電
図
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
検
査
、

右　

Ｃ
Ｐ
Ｘ
検
査
）
。
当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

は
理
学
療
法
士
が
７
名
（
う
ち
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
指
導
士
４
名
）
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。

　

専
門
知
識
の
豊
富
な
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ

ッ
フ
が
、
患
者
様
の
ご
入
院
中
の
安
全
な
運
動
は
も
ち
ろ

ん
、
退
院
後
も
快
適
な
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
レ
ベ
ル
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
に

日
々
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
来
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
週
２
回
（
火
曜
日
・
木
曜
日
）
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
歩
行
や
自
転
車
の
有
酸
素
運
動
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
中
心
と
し
た
約
１
時
間
の
集
団
療
法
で
す
。
常
に

血
圧
や
心
電
図
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
の
で
、
安
心

し
て
運
動
を
行
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
退
院
後
の

身
体
の
不
安
や
疑
問
な
ど
も
医
師
や
理
学
療
法
士
に
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
厚
生
労
働
省
に
よ
る
心
臓
リ

写真９：左　人工呼吸器装着患者の歩行リハビリ、右　人工呼吸器装
着患者のエアロバイク

写真10：左　長期臥床後の離床訓練、中央　心電図エルゴメータ検
査、右　CPX検査



ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
参
加
に
対
す
る
基
準
が
あ
り
ま
す
。
参
加
を
ご
希
望

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

最
新
技
術
を
使
っ
た
心
臓
画
像
診
断

　

最
近
の
循
環
器
疾
患
の
治
療
に
画
像
診
断
は
必
須
と
な
っ
て
お
り
、
心

臓
血
管
疾
患
領
域
の
画
像
診
断
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

心
臓
超
音
波
検
査

　

超
音
波
法
は
循
環
器
疾

患
の
診
断
と
病
態
評
価
に

必
須
の
検
査
で
あ
り
、
年

間
１
０
，
０
０
０
件
以
上

を
経
験
あ
る
熟
練
し
た
検

者
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、

診
療
方
針
を
決
め
る
価
値

の
あ
る
検
査
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
院
で
は
、
超
音

波
検
査
を
心
臓
や
血
管
の

病
態
評
価
に
積
極
的
に
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々

の
症
例
の
治
療
方
針
の
決

定
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
岩
倉
克
臣
医
師
が
中
心
に
担
当
す
る
超
音
波
を

用
い
た
虚
血
性
心
疾
患
や
心
不
全
の
病
態
解
析
に
関
す
る
臨
床
研
究
は
世

界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
３
Ｄ
エ
コ
ー
を
行
い
、
弁
膜
疾
患
な
ど
立
体
的
な
診
断
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
11
）
。 

心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査

　

冠
動
脈
造
影
Ｃ
Ｔ
は
、
こ
こ
数
年
で
め
ざ
ま
し
く
進
化
し
た
画
像
診
断

で
す
。
被
ば
く
低
減
技
術
は
２
０
１
１
年
４
月
に
世
界
で
初
め
て
当
院
で

臨
床
応
用
が
開
始
さ
れ
、
患
者
様
の
被
ば
く
や
造
影
剤
を
軽
減
し
冠
動
脈

を
は
じ
め
、
プ
ラ
ー
ク
、
心
機
能
、
虚
血
診
断
と
低
被
ば
く
で
得
ら
れ
る

心
臓
の
情
報
を
全
て
集
集
し
、
冠
疾
患
科
・
不
整
脈
科
・
心
臓
外
科
の
診

断
・
治
療
に
活
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の
患
者
様
の
デ
ー
タ
か
ら
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
成
人
先
天
性
心
疾
患
・
大
動
脈
ス
テ
ン
ト
・

弁
膜
疾
患
の
術
前
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
作
成
も
研
究
会
（
Ｊ
３

Ｄ
）
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

低
被
ば
く
技
術
応
用
は
、
こ
れ
ま
で
検
査
室
ス
タ
ッ
フ
が
国
際
学
会

（A
S
C
I
 
:
 
A
s
i
a
n
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
C
a
r
d
i
o
v
a
s
c
u
l
a
r
 
I
m
a
g
i
n
g

）
で
も
多

数
報
告
し
て
き
ま
し
た
（
写
真
12
）
。
ま
た
、
造
影
剤
を
使
わ
な
い
心
臓

健
診
で
は
、
１
０
０
０
０
件
以
上
の
地
域
の
患
者
様
デ
ー
タ
を
分
析
し
た

結
果
を
も
と
に
、
患
者
様
の
石
灰
化
や
腹
部
内
臓
脂
肪
、
心
膜
脂
肪
な
ど

を
使
っ
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
冠
動
脈
疾
患
の
予
測
と
予
防

写真11：３Ｄエコー検査



の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
入
院
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
手
技
を

用
い
た
冠
動
脈
造
影
も
、
外
来
で
10
分
程
度
の
時
間
で
行
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け

て
、
中
等
度
病
変
の
診
断
に
薬
物
負
荷
Ｃ
Ｔ
パ
ー
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（
写
真

13
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

従
来
は
、
核
医
学
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）
な
ど
で
虚
血
診
断
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
低
被
ば
く
、
低
コ
ス
ト
（
約
１
／
１
０
０
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

冠
動
脈
硬
化
の
質
的
診
断
も
行
っ
て
お
り
、
薬
物
介
入
の
治
療
後
の
プ
ラ

ー
ク
変
化
は
、
治
療
前
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
、
地
域
の
先
生
方
に
報
告

し
て
い
ま
す
。
ま
た
大
動
脈
や
末
梢
動
脈
に
お
け
る
動
脈
硬
化
病
変
の
診

断
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
５
名
の
専
門
技
師
と
ワ
ー
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
て
、
月
間
３
０
０
症
例
以
上
の
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ

を
施
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
の
よ
り
よ
い
理
解
の
た
め
Ｓ

Ｃ
Ｃ
Ｔ
（S

o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
C
a
r
d
i
o
v
a
s
c
u
l
a
r
 
C
T

）
教
育
委
員
会
認
定
の
ハ

ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
他
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
教
育
活
動
も
行
っ
て
し

て
い
ま
す
（
写
真
14
）
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
画
像
診
断
の
機
械
学
習
や

D
e
e
p
 
l
e
a
r
n
i
n
g

利
用
し
た
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
開
発
を
、
国
立
研
究
開

発
法
人
理
化
学
研
究
所
・
革
新
知
能
統
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
研
究
を

写真12：国際学会（ASCI : Asian Society of 
Cardiovascular Imaging）発表

写真13：CT-FFRと薬物負荷CTパーフュージョン

写真14：SCCT（Society of Cardiovascular CT）
教育委員会認定　桜橋ハンズオンセミナー



開
始
し
、
理
研
・
東
京
大
学
工
学
部
と
医
工
連
携
も
進
め
て
い
ま
す
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
安
心
サ
ポ
ー
ト
体
制

診
断
・
治
療
を
支
え
る
専
門
ス
タ
ッ
フ

　

一
般
的
な
外
科
手
術
と
違
っ
て
心
臓
疾
患
を
合
併
し
て
い
る
患
者
様
が

多
く
、
当
院
の
外
科
は
、
Ｓ-
Ｇ
カ
テ
ー
テ
ル
を
モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
い
技
術
レ
ベ
ル
の
麻
酔
科
・
臨
床
工
学

技
士
に
よ
り
心
臓
外
科
手
術
を
安
心
し
て
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

患
者
さ
ん
の
入
院
か
ら

退
院
、
外
来
通
院
サ
ポ

ー
ト
は
、
患
者
様
の
人

格
を
尊
重
し
個
々
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
質
の
高

い
看
護
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
循
環

器
が
大
好
き
」
と
言
え

る
、
「
救
急
患
者
様
は

断
ら
な
い
」
を
合
言
葉

に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
院

内
で
の
勉
強
会
や
Ｂ
Ｓ

Ｌ
研
修
（
写
真
15
）
は
も
と
よ
り
認
定
看
護
師
資
格
取
得
の
た
め
の
支
援

制
度
、
褥
瘡
対
策
、
院
内
感
染
対
策
、
栄
養
管
理
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｎ

Ｓ
Ｔ
）
、
呼
吸
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｒ
Ｓ
Ｔ
）
な
ど
も
専
門
チ
ー
ム

で
チ
ー
ム
医
療
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、A

p
r
i
c
o
t
 
N
u
r
s
e
 

S
u
p
p
o
r
t
 
S
y
s
t
e
m
 
;
 
A
N
S
S

を
桜
橋
渡
辺
病
院
に
即
し
た
内
容
に
変
化
さ

せ
たC

h
e
r
r
y
 
N
u
r
s
e
 
S
u
p
p
o
r
t
 
S
y
s
t
e
m
 
;
 
C
N
S
S

を
使
用
し
た
教
育
体

制
で
看
護
教
育
支
援
体
制
を
チ
ー
ム
支
援
型
で
行
っ
て
い
ま
す
。

循
環
器
専
門
病
院
の
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新
し
い
技
術
で
次
世
代
の
心
臓

病
予
防
と
治
療
に
活
か
す

　

当
院
で
は
、
開
院
当
初
か
ら
50
年
、
カ
ル
テ
、
シ
ネ
フ
ィ
ル
ム
全
て
保

管
さ
れ
て
お
り
、
画
像
情
報
、
心
電
図
や
血
液
検
査
、
治
療
経
過
の
情
報

は
、
病
院
の
医
師
・
患
者
さ
ん
と
も
に
大
切
な
宝
物
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
し
い
技
術
で
分
析
し
、
夢
と
感
動
、
人
と
し
て
の
喜

び
、
そ
し
て
、
患
者
様
に
や
す
ら
ぎ
を
提
供
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
職
員

一
同
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

写真15：BSL研修


